
環境・地域人材育成

海鳥を通じて行う生物多様性保全等の
「留萌地域の環境・地域学習」の展開

タネ事業3

関係・応援人口の構築

地域住民の環境保全活動への関心・参加意欲が高まる

環境配慮に取り組む事業者を評価・応援する人が地域内外で増える

地域内外の人々の交流が増える

消費者と留萌地域の自然や事業者をつなげる
「関係人口の構築」事業

タネ事業2
海鳥を取り巻く環境保全と両立した

「地域事業者への商品開発や販売支援」事業

タネ事業1

北海道海鳥センターと
羽幌高校の学習実績

漁業協同組合による
海鳥の混獲防止の取り組み

管内をまたがる一次産業や
観光業団体の存在

豊富な食資源
（甘えび、乳製品等）

ふるさと納税等による
応援・関係人口

生物多様性に配慮した地域の先駆け的な事業者

農業や漁業などの地域産業
で、新たなやりがい創出や
課題解決ができる

環境にやさしい持続的な地域産業の活性化 「環境保全の取り組み」が日々の生活や
イベントに浸透している環境保全 と 地域振興 の両立

海鳥(=seabird) × ゆたかな留萌地域(＝ローカルSDGs) ＝

環境保全 留萌地域のゼロカーボンや生物多様性保全などの環境保全に、地域の人々、事業者、行政、地域外の応援者が連携して取り組んでいる

地域の自然・産業への誇りを育む

SBF食品の地産地消（給食など）

地域産業の振興

環境にやさしい事業が継続できる

環境にやさしい持続的な事業や商品が評価される

地域の人口減少

管内全域では共有されていない
生物多様性保全に係る地域学習

留萌管内１市６町１村
個々では弱い産業基盤

離島の海鳥・渡り鳥の重要なフライウェイ

地域資源として価値が
十分に理解されていない海鳥の存在

一次産業の担い手・働き手
・後継者不足

地域住民の環境意識の低さ・
行動に繋がらない

地域内外の人が農家・漁師の
仕事に関心・興味がない

事業者と地域内外の人の交流が少ない

海洋環境の変化

環境保全ガイドラインとなる
シーバードフレンドリー
(SBF)認証制度

地域の海鳥やその他の生き物が豊かにくらしている地域内外の人々の交流により地域活性化につながる動きがどんどん起きている

SBFが「自然環
境や地域のため
にできること」
を知れる窓口に
なっている

マルシェやウェブサイト等での販売支援、商品開発支援
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海岸清掃、海鳥の見守り、使い捨てプラ削減など

事業

成果

ビジョン

凡例

地域課題

地域資源

地球温暖化

風力発電のバードストライク漁網(刺し網など)での海鳥の混獲

プラゴミによる海洋汚染

海鳥・渡り鳥が
抱えている課題

餌資源の変化
漁獲量の減少

捕食者の増加

海鳥の知識と思いを共有する
シーバードフレンドリー(SBF)
推進協議会

清掃やビオトープ保全等、
地域住民の活動

ふるさと納税寄付 ツアー地域情報の発信 事業者とこどもの交流 広域での教育プログラムの実践・構築
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